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自然博物園 ねいの里 

 

 

 

 

富山県内にいるカエルは、13種類と言われています。この内 7種類の実物展示をはじめました。 

アズマヒキガエルを筆頭に、それぞれご挨拶いたします。ご来園の際は声をかけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カジカガエル 

トノサマガエル 

 

 

 

ツチガエル                        

 

 

 

 

 

 

 

モリアオガエル 

 

                                       

 

 

 

 

 

                      ニホンアマガエル 

 

 

  シュレーゲルアオガエル  

 

ふくろう通信 

竹内 健心

押忍ッ！ 

俺はアズマヒキガエル。今回の展示

で一番の人気者だ。他の連中も展示

されて恥ずかしいながらも頑張ってい

るぜ！ ぜひ、観に来てくれよ！！ 

内気な僕を展示するなんて！ 

僕をあまり見ないでね 

みんな、僕の鳴き声が聴きた

いらしいけど、恥ずかしいからあ

んまり鳴いてないんだ。 

ここは、ちょっと狭いんじゃ。 

じゃが、ご飯ももらえて余は満

足じゃ! 

卵を産んでもらうためおん

ぶして約 1か月・・・  

嫌われてるのかな??? 

 

一番なじみがあると思ってい

たけど、意外と僕のこと知ら

ないんだね。 

木の枝に卵を産むカエルの名前

は知ってるけど、それが僕だと

知っている人は少ないんだね！ 

ん～、邪魔・・・、 
僕たちも参加して

ま～～す。 



 

 

 

 

5月 21日(木)、「森のこども園」と「まめでっぽう」の子供たちやお母さんが、ハッチョウトンボ

の遊園地近くの田んぼで田植えをしました。天気も良くて、楽しいひと時でした。 

秋の収穫が楽しみです。収穫したお米は、餅つきの時においしくいただく予定です。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めまして、今年度よりねいの里でお世話になっています池松と申します。これま

で、家族での来館でお世話になっていましたが、これからはその恩返しのつもりで

頑張りたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

恒例のヘイケボタル鑑賞会を行いました。新型コロナウィルスによる自粛要請解除

後の企画ということもあって二日間で 300 人以上の申し込みがあり、職員もてんて

こまいでの対応となりました。 

・準備・・竹行灯つくり  

青竹を磯波風近くの竹やぶから切り出してきて、当日に備え竹行

灯をたくさん作っておきました。 

節の長さも考えながら裁断して、穴あけ作業することは意外と大

変です。 

 

 

 

・竹細工、ホタルの話 

竹細工では、たくさんの親子が共同作業していました。 

ホタルの話は、ヘイケボタルと 

ゲンジボタルの生態やエサ 

の違いなど子供たちにわか 

りやすく説明しました。 

 

 

池松 光春

助けて！ 動けない～！！ 

僕が先に植えるんだから！ 

邪魔すんなよ！！ 

これ、何してんのかな？ 

エッ？ 目印？？ 

「お母さん。ここでいいの？」 

「そう、そう。早く植えなさい！」 

砂田 房外



●（ 6 月 20 日、27 日）

・夜のホタル観察 

20 日は、晴れたのですが気温が低くホタルは葉の陰に隠れたままでした。でも、27 日は天候

に恵まれ、乱舞するホタルの姿を見てもらえました。 

未就学児を連れた家族連れが多く、時々歓声が上がる賑わいでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度 4～6 月の行事は、新型コロナウィルスの影響でヘイケボタル観賞会を除くすべてが中止

となりました。楽しみにされていた皆さんには申し訳ありませんでした。 

・中止になった企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実施した企画 

 

 

 出来事は前頁に記載 

≪報告≫ 

1.北日本新聞の連載記事「なるほど図鑑」に、ねいの里職員がま

とめた動植物の解説が毎月 1週間程度連続で掲載されることに

なりました。動物、鳥類、植物、昆虫からキノコにいたるまで

わかりやすく簡潔にまとめています。注視しておいてください。 

（←このような記事です） 

           

 

 

 

 

 

2.アサギマダラ展示を更新しました。(写真➞) 

アサギマダラの生態と渡りについて、Ｑ＆Ａで説明 

しています。 

来園の際は、ちょっと覗いてみてください。 

 

  

●（ 5 月 6 日） 

●（ 4 月 19 日 ）

 

●（ 5 月 17 日） 

●（ 4 月 29 日 ）

 

●（ 5 月 10 日）  
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● 7月  5日(日) 野生動物と生きる(被害防除編) 

－イノシシとサルの被害を防ごう－ 

時間：9:00～12:00   集合場所：ねいの里 

定員：なし       対象者：一般  

イノシシとサルの生態を専門家が解説します。 

また、電気柵の設置など被害防護方法も学びます。 

● 7月 26日(日) 雑木林探検 part1 

－樹木伐採とロープ木登り体験― 

時間：9:00～12:30   集合場所：ねいの里 

定員：30人       対象者：小・中学生  

樹木伐採見学、年輪観察、里山再生について考えます。 

また、ロープを用いた木登り体験にも挑戦します 

● 8月 10日(祝・月)トンボの調査と標本作り 

時間：9:30～12:00   集合場所：ねいの里 

定員：20人       対象者：小・中学生  

ねいの里のトンボを観察し、採取したトンボの標本を作ります。 

● 8月 22日(土) 水辺の生き物の観察と外来生物への接し方 

時間：9:30～12:30   集合場所：ねいの里 

定員：30人   対象者：小・中学生  参加費：200円 

池で水辺の生き物を採取し観察します。また、食用になる外来生物を試食します。 

● 9月 19日(土) 蝶の鱗粉転写と秋の鳴く虫観察 

時間：16:00～19:30   集合場所：ねいの里 

定員：20人   対象者：一般     参加費：200円/食  

蝶の羽の鱗粉転写標本を作ります。また、虫の声を聴きながら夜の森を散策します。 

● 10月 4日(日) キノコ狩りとキノコ鍋を楽しむ 

時間：9:30～12:00   集合場所：ねいの里 

定員：200食       対象者：一般  

園内でキノコ採取し、専門家による鑑定を実施します。 

また、キノコ鍋の試食も行います。 
 

＊＊＊＊＊〈行事への参加希望の方は、ねいの里までお申し込み下さい。〉＊＊＊＊＊ 

         受付開始は、行事実施の約１ヵ月前からになります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○「ねいの里自然塾の会」会員の駐車場利用について 

   会員の方は、「ねいの里」行事への参加や施設の利用を前提に、ナチュラリスト駐車場を利用出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 企画展 

7/1 ～ 8/2  富山県自然保護協会環境写真展 

7/15～ 8/23 県内のカブト・クワガタ展 

8/5 ～ 8/31 キッズにこにこ写真展 

8/24～ 9/22  秋の虫展 

9/上～ 9/下 愛鳥週間写真展 


